2014道本部総合政策局発第388号
2014年６月11日

各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　山　上　　潔

（ 政 治 部 ）

「集団的自衛権」行使容認の閣議決定方針に対する公明党への要請打電行動について

　日頃のご活動に、心から敬意を表します。
　さて、現在「集団的自衛権」の行使容認に向けて、自民・公明両党による「安全保障法制の整備に関する与党協議会」での議論が進んでいます。座長を務める自民党の高村正彦副総裁は「公明党の理解を得て、閣議決定に『集団的』との文字を入れたいと思っている。そのために今、最大限の努力をしている」と述べ、集団的自衛権の行使を認める文言を明記したいとの考えを示しました。
　公明党の支持団体である創価学会は「これまで積み上げられてきた憲法９条についての政府見解を支持しており、したがって、集団的自衛権を限定的にせよ行使するという場合には、本来憲法改正手続きを取るべきであると思っている」旨の見解を、すでに発表しています。

　政府・自民党は、22日に会期末を迎える今国会中にも、憲法解釈の変更を閣議決定するとしていることから、閣議決定を阻止するカギは公明党の慎重姿勢にかかっており、中央フォーラムは今国会中に閣議決定をすることのないよう、公明党に対して要請打電行動を行うこととしました。

　わずかな期間での緊急の取り組みにはなりますが、各地方本部、単組・総支部におかれましては、このような緊迫した情勢にあることをご理解いただき、積極的な取り組みをいただきますよう、お願いいたします。
記

「集団的自衛権」行使容認の閣議決定方針に対する公明党への要請打電行動
１．取組期間　　2014年６月13日まで

２．要請内容　　別紙の要請書例を参照願います。

３．要請方法　　郵送、電報、レタックス

（議員会館各室へのＦＡＸは使用しないでください）
４．要 請 先　　北海道割り当て　４人
　　　　　　　　■衆議院議員

　　　　　　　　①稲津　久（北海道10区）
　　　　　　　　〒100-8982　東京都千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館413号室

　　　　　　　　②佐藤　英道（北海道比例）

　　　　　　　　〒100-8982　東京都千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館717号室
　　　　　　　　■参議院議員

　　　　　　　　①秋野　公造（比例）

　　　　　　　　〒100-8962　東京都千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館711号室
　　　　　　　　②若松　謙維（比例）

　　　　　　　　〒100-8962　東京都千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1207室
５．取組報告　　以下の書式で、６月20日（金）までに道本部政治へ報告願います。

６．そ の 他　　道本部ホームページの「組合員専用ページ」にも掲載していますので、ご活用願います。

	「集団的自衛権」行使容認の閣議決定方針に対する公明党への要請打電行動
取り組み報告


単組名　　　　　　　　　　　　　　　記入者名　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　要請打電送信日　　　　　　　月　　　日

報告先：道本部政治部（三浦・大島）　ＦＡＸ ０１１-７００-２０５３

要請書（例）

衆（参）議院議員　　●●　●●　　様

　日本が戦後一貫して守ってきた平和主義を変更する「集団的自衛権」の行使容認について、閣議決定をさせないよう、要請いたします。

自治労北海道本部　

○○単組　執行委員長　■■　■■

（できる限り単組印を押印のうえ、送付願います）
